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Abstract 

Alpha activities during therapeutic music listening were observed in cases of 15 healthy 

young women (mean age::!:: SD : 20. 1土o.6y. 0.) electroencephalographically. Alpha activities 
at Fz， Cz， pz derived from common auricular reference were divided into three categories ; 

total α(8~13Hz) ， α1 (8~10Hz) ， and α2 (lO~ 13Hz). The activities were evalu-

ated by their power spectrums. Behavioral characteristics of the examinees were divided into 

two types， A type (8 cases) and Non-A type (7 cases)， with the Type A questionnaire. Sta明

tistical analysis of all examinees revealed remarkably significant decrease (pく0.01)of averaged 

α1 activity in all lead of Fz， Cz and pz during music listening. It was very interesting that 

group of A type showed remarkably significant attenuation of averaged α1 activity in all deri-

vation， whereas group of Non-A type didn't. 

These results of attenuation of α1 activities， however， might attributed to concentra-

tion of the examinees during music Iistening because the period was too short only 10 minutes. 

Further advanced study wiII be necessary to define the results. 
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1 .はじめに

近年，音楽には不安な気持ちを鎮めたり，緊張を

ほぐすなどのリラクセーション効果があることが知

られており，音楽療法など医療への応用も進んで、い

る.リラクセーションの定義は様々で極めて暖昧な

概念として用いられてきたが，精神が安定し落ち着

いた状態にあるときは，一般に生体にみられる客観

的な反応として，心拍数，血圧，呼吸数が減少し，

筋緊張，物質代謝などが低下することが知られてい

る.身保におけるリラクセーション効果の判定には，

脳波，皮膚電位水準，表面皮膚温，指尖脈波，皮膚

電気抵抗など様々な生理学的指標が用いられている.

リラクセーション反応という用語を最初に用いた

Benson 11は，リラックス反応を生じたときの酸素消

費量は睡眠時よりも低く， α波 2)が出現すると述べ

ている.数種のリラクセーション法を用いて行った

河野ら 3)の研究では， α波は一般にいわれているほ

どリラクセーション法実施中に増大しなかったとし

ている.またα波は集中の脳波であって， リラック

スを表す指標にはならないという報告もありぺ α

波がリラクセーション効果の指標になり得るのか否

かについては今だ明確ではない.

そこで今回，われわれはリラックスを目的とした

ヒーリング音楽聴取状態における若年成人のα波に

ついて検討してみた.すなわち， α波をα波全体

(α: 8 ~ 13Hz)，低周波帯域 (α1: 8 ~ 10Hz) 

と高周波数帯域 (α2: 10~ 13Hz)の3つに分け，

音楽聴取によって生じる α波ならびにα1とα2の

変動を比較し検討した.また，被験者の特性をタイ

フ。A行動パタ}ン質問紙引を用いてタイプA群と非

タイプA群の 2群に分け，比較検討を行った.タイ

プA型行動パターンは， 1959年にアメリカの心臓学

者Friedman，Rosenman 6) らによって，虚血性心疾患

の新しい危険因子として提唱された概念であり，そ

の行動パターンの特徴は，常に時間切迫感，緊張感，

焦燥感をもって早く行動し，熱中的，精力的，持続

的に目的遂行に向かつて没頭し，他者への競争意識，

敵意性，攻撃性が強く，仕事中心主義の行動をとる

人とされている.

2.方 ?去

対象

研究の目的と方法に関して同意の得られた健康女

子学生15名(平均年齢20.1士0.6歳)を対象とした.
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方法

1)タイフ。A行動パターンの測定

脳波測定実施に先立ち，被験者全員に前田

ら5)が作成した簡便な12の質問項目からなる

rA型傾向判別表」を用いて行った.A型傾向

判別表は，各項目に，いつもそうである(1

点)，しばしばそうである(2点)，そんなこと

はない (3点)として集計を行った.

2 )脳波測定手順

肱掛椅子に腰掛け，安静閉眼の状態でヒーリ

ング音楽 (Kamal，“BlueDawn"， Meistersinger 

Musik)聴取前3分間，聴取中10分間，聴取後

3分間の脳波を記録した.脳波はデジタル脳波

計SYNAFIT2500(NECメデイカルシステムズ

製)を用いて頭皮上のFz，Cz， pz (国際10/20

法)の部位で記録した.その際，左右耳菜結合

を基準電極とし，額中央部に接地電極を置いた.

3 )α波分析手順

① α波の分析にはATALAS(キッセイコム

テック株式会社製)を用い，そのPower

Spectrum値，以下PS値を求めた.まず音楽聴

取前3分間の脳波から連続記録開始から40秒

間毎のα(8 ~ 13Hz)，α1 (8 ~10Hz) お

よび、α2 (lO~ 13Hz)のPS値を求めた.

② Fz， Cz， pz各々の，音楽聴取前・中・後

のα・α1. a 2のPS値の平均値を算出し

た.

③音楽聴取前のPS値を100として， Fz， Cz， 

pzそれぞれの聴取中・聴取後のα・α1・α

2のPS値の比率(変化率)を算出した.

④音楽聴取前・中・後の α，α1，α2の

PS値の平均値の比較は一元配置分散分析を

行い，特定条件下の差の比較にはBonferroni

の多重比較検定を用いた.統計ソフトには

SPSS10.0J for Windowsを使用した.

3.結果

1 )被験者全体についての結果

音楽聴取前・中・後の α，α1，α2のPS値

について平均値の比較を行ったところ，一元配置

分散分析により主効果が得られた(表 1) .電極

部位Fz，Cz， pzについて多重比較検定を行った

結果は以下のようになった.

Fz:α1は音楽聴取前に比べ，聴取中，聴取後に

有意 (pく0.01) に減少していた.



Cz:α1は音楽聴取前に比べて，聴取中，聴取

後に有意 (p<O.Ol) に減少し， αも聴取中，

聴取後に有意 (pく0.05)に減少していた.

pz:α は音楽聴取前に比べ聴取後に有意 (pく0.05)

に減少し， αIは音楽聴取前に比べ聴取中，

聴取後に有意 (p<O.01)な減少があった.

また，被験者15名全体のFz，Cz， pzそれぞれ

の部位における音楽聴取前のPS値を100とした聴

取中・聴取後の α， α1，α2のPS値の比率

(変化率)をグラフに示した(図 1~ 3). 
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2 )タイプA分類による結果

被験者全員 (N=15)の平均合計値は24.9::t3. 9 

であった.この結果から， 25点以下をタイプA傾

向のある群(以下タイプA群)，それ以外をタイ

プA傾向のない群(以下非タイプA群)としたと

ころ，タイプA群は (N=8，mean=21. 9::t2. 2)， 

非タイプA群は (N=7， mean=28.3::t2.1)で

あった.

両群の，音楽聴取前・中・後のFz，Cz， pzに

おける α，α1，α2の平均PS値の比較を行っ

表1 被験者全体の音楽聴取前・中・後のα唱 αし α2の平均PS値の比較 (n=15)

α αl α2 

音楽聴取前 26. 8::t4. 5 9.4::t1.7 
音楽聴取中 25.4::t5.3 15. 3::t3. 8 10.1 ::t3. 0 
音楽聴取後 25. 3::t4. 7 15.3土3.5 10::t2.6 

音楽聴取前 9. 8::t1. 7 
音楽聴取中 25. 8::t5. 5 1 * 15. 8::t4. 0 1 * 10.3士3.1
音楽聴取後 25.6::t4.6 15. 5::t3. 4 10.1 ::t2. 4 

音楽聴取前 10.1土2.5
音楽聴取中 27.6::t5.81* 16.4士3.7 1 * 11. 3::t3. 8 
音楽聴取後 27.1::t4.8 16. 3::t3. 3 l1.1::t3.4 

*キ p<O.01 *pく0.05
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図3 pzにおけるα司 αに α2の音楽聴取前・中・後の変化率(全体)

たところ，以下のような結果を得た(表2~ 3). 

(1)タイプA群の音楽聴取前・中・後の比較

Fz:α は聴取中に有意 (pく0.05)に減少し，

αlは聴取中に著しく有意な減少 (p<

0.01) ，聴取後も減少 (p<0.05)がみら

れた.

Cz:α は聴取中に有意の減少 (pく0.05)，α

lは聴取中に著しく有意に減少 (p<O.01)， 

聴取後も有意な (pくO~05)減少がみられ
た.

pz:α は聴取中に有意 (pく0.05) に減少し，

α1は聴取中に著しく有意 (p<O.01)な

減少，聴取後に有意 (p<0.05)な減少が

みられた.

(2)非タイプA群の音楽聴取前・中・後の比較

以下のような結果が得られた(表3). 

Fz:聴取前・中・後で有意差はみられなかっ

た.

Cz:α1で聴取中に有意 (p<0.05) な減少

がみられた.

表2 タイプAにおける音楽聴取前・中・後のα司 α1司 α2の平均PS値の比較 (n=8) 

α αl α2 

音楽聴取前 9.7:t1.9 
Fz 音楽聴取中 23. 8:t4. 8 I * 14.1土3.4 1 * 9. 7士2.1

音楽聴取後 24.9土4.5 15. 2:t4. 1 9. 7土2.0

音楽聴取前 9. 7:t1. 7 
Cz 音楽聴取中 24:t5.0 1* 14. 2:t3. 7 I * 9.9:t2.5 

音楽聴取後 24.9 :t4. 5 15.2:t3.8 9.7:t2.0 

音楽聴取前 10.6土2.2
pz 音楽聴取中 25. 8:t5. 4 1 * 15土3.4 1 * 10. 7:t3. 2 

音楽聴取後 26. 3:t5. 0 16. 0:t3. 6 10. 7:t2. 6 

** p<O. 01 * p<O. 05 

表3 非タイプAにおける音楽聴取前・中・後のα『 αし α2の平均PS値の比較 (n=7) 

α α1 α2 

音楽聴取前 26. 5:t5. 0 17.3:t4.7 9.2:t1.5 
音楽聴取中 27. 2:t5. 3 16. 6:t3. 8 10.6:t3.8 
音楽聴取後 25.8:t5.2 15.4:t2.8 10. 4:t3. 1 

音楽聴取前 27.9:t4.8 9.9:t1.8 
音楽聴取中 27. 9:t5. 3 17.1:t3.8 1 * 10. 7土3.7 
音楽聴取後 26.4土4.6 15.9士2.8 10.5土2.8

音楽聴取前 29.9:t4.9 11. 3:t2. 6 
音楽聴取中 26. 7:t5. 6 17.8土3.5 1 * 11.9:t4.4 
音楽聴取後 28.1 :t5. 0 16. 6:t2. 9 11. 6:t3. 3 

* pく0.05
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セーション音楽を聴取した時に，低周波のαlが著

しく有意 (pく0.01) に減少するという結果が得られ

た.音楽が脳波に及ぼす影響は種々な視点より研究

されているが，音楽鑑賞に伴う脳波の変化には個別

性があり，また同一個人であっても環境条件によっ

て反応が異なるなど，反応に必ずしも一定性がなく，

結局のところ観察された脳波の変化が音楽自体に対

して直接的に対応するものであるか否かはなお引き

続き今後検討を要するといわれている.

伊賀ら 7)が行った音楽刺激による生理学的研究に

pz:αlで聴取中に有意 (pく0.05) な減少が

みられた.

さらに，音楽聴取前を100とした音楽聴取中

・音楽聴取後のFz，Cz， pzにおけるα，α1， 

α2のPS値の変化率をグラフに示した(図4

~ 6). 

4 .考察

今回の研究では，被験者全員の傾向としてリラク
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よると，被験者の好きな「心地よいjと考える「快

感音楽」と，被験者が不快と感じる「不快音楽」聴

取時の脳波の測定データでは「快感音楽J時は， α
1減少， α2上昇がみられ，逆に， I不快音楽j時
はα，戸いずれも減少した，と報告している.本研

究の結果と比較すると， I快感音楽」聴取時の α1
減少， α2上昇は一致する結果と言え，本研究の被

験者は音楽を「快感」と感じていた可能性が示唆さ

れる.

しかし，タイプA傾向のある群とない群とを比較

した結果では，タイプA群に音楽聴取中にαlが著

しく有意 (pく0.01)に減少するという傾向がみられ

た.非タイプA群では Fzでは音楽聴取前・中・後

における α，α1，α2のいずれにも有意な差が見

られなかった.タイプA傾向は緊張感，時間切迫感

などリラックスすることが困難な特性とされており，

今回の研究で用いたリラクセーションを目的とした

ヒーリング音楽により強く反応したことは興味深い.

この結果から，リラクセーション音楽は，特に，切

迫感や，緊張感や，焦燥感を持ちやすい特性の人に

はリラックスするために有効である可能性が推測さ

れる.

αリズムは脳波の代表的活動であり，その発現機

構については早くから関心が持たれていた.しかし，

αリズムは安静覚醒時に出現する.覚醒時のαリズ

ム発生機構に関しては，動物を用いた視床一皮質系

に関する数多くの生理学的研究から，視床がそのリ

ズム形式の中枢的部位であるとされている. しかし，

ヒトに関する限り，脳深部ことに視床の脳波のαリ

ズムと皮質上からの脳波の相関について直接的な手

段により検討されたものは少ないが，三村ら 8)9)は，

ヒトを対象とした研究により，視床特殊系とされて

いる腹外側核 (VL核)を中心とするヒトの深部視

床脳波と皮質および頭皮上脳波のαリズムの相関に

ついて検討し，視床では，帯域の狭い安定したαリ

ズムの発生機構があることがうかがわれ，一方頭皮

上では，視床の影響を受けている周波数成分のみな

らず，より複雑なαリズムの発生機構が関与し，し

かもそのαリズムの発生機構の同期化の程度は低い

ということが考えられた，と報告している.

今回われわれの得たこの音楽聴取中のα1の著明

な減衰という結果が音楽のいやし効果の反映である

とにわかには断定することはできない.その理由は

音楽聴取の時聞が10分間という短時間であり，被験

者がその音楽を聴くことに精神集中をした可能性が

あるからである.すなわち，精神集中，注意力集中

により， α減少が見られることはよく知られている

事実だからである.

われわれの得た結果が「聴取された音楽による効

果」であることを確認することはさらに多くの検討

を要する.しかし，その減衰が非タイプAの被験者

にみられなかったことは極めて興味ある事実といえ

よう.

5.おわりに

リラクセーション音楽聴取による脳波，特に低い

周波帯域の αIと高い帯域のα2に着目して検討を

行った.リラクセーション音楽を聴くことにより，

α1が著しく有意 (p<O.01)に減少した.ことにタ

イプA型の行動特性を持つ被験者による αIの著し

い減少がみられ，非タイプA型の行動特性をもっ被

験者では α1の減少傾向がみられなかったことは注

目すべきであると考えている. しかし，音楽聴取時

聞が10分間というきわめて短い時間であったこと等

から，被験者が音楽を聴取することに精神集中した

結果であることも否定できないので，今後の検討を

要すると考えている.
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